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「考える」時代

　私は 1982年に日立製作所に入社し，システム開発研

究所にて知識工学応用の研究をした後，同社ソフトウェ

ア工場（現ソフトウェア事業部）に異動して今に至ってい

る．ソフトウェア事業部では，データベース検索ソフト

やグループウェア・ワークフローなどのミドルウェア

の設計業務を担当した後，ミドルウェアの販売推進や

XML，Webサービス，SOAなどのコンサルテーション

などの業務に従事してきた．現在は，新分野のビジネス

開拓の業務に携わっている．

　私が入社した 1982年は，1986年 4月 1日施行の「雇

用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等女

子労働者の福祉の増進に関する法律」，いわゆる男女雇

用機会均等法の施行 4年前である．今でこそ，男女とい

う性別で，業務上の扱いの差はほとんどないが，当時の

一般的な会社では，さまざまなケースで男女の扱いに何

らかの違いがあった．最初に配属になった研究所でも同

様であり，たとえば，男性は数カ月の工場実習後に研究

所に戻り，さらに 1カ月程度の導入教育を経て研究ユニ

ットに配属になったが，女性は研究所内での約 1カ月の

導入教育後に研究ユニットに配属された．教育の受講に

関しても男女の差があり，新人教育は全科目受講の男性

に対して，女性は受講科目を選択する方式であった．し

かし，異動後の事業部では早い時期から教育に関する男

女の区別はなかったので，同じ会社でも事業の特性や事

業所の方針に大きく依存したところがあったようだ．

　入社当時の私を振り返ってみると，これから登る険し

く高い山を前にして，なんの計画もなく装備もなく呆然

と立ちすくむという状況だった．システムやソフトウェ

アに関する研究をする研究所に配属になったにもかかわ

らず，私の大学の専門は物理でコンピュータは一般教養

で勉強したのみ．プログラムも 100ステップ程度しか

書いたことがない，いわゆるド素人だった．入社時の導

入教育では，コンピュータを専門に学んできた人や専門

でなくても，飲み込みが早く，講義を難なくこなしてい

く優秀な人ばかりであった．講義にまったくついて行け

ず，まわりの足を引っ張るのは私だけ．入社早々，「落

ちこぼれ」状態であった．こんな状況がその後も続いた

わけなので，当然ながら周りは私を数年勤めたら結婚退

職するであろう，と見ていたようだ．まさに，当時の女

性は結婚したら辞めるのが当然という時代だった．そ

れが，数年後には結婚しても辞めない時代になり，十

数年後には子供ができても辞めない時代になった．こ

れは女性一般労働者の勤続年数の変化を見ても分かる

（図-1）1）．勤続10年以上の女性の割合は昭和59年（1984

年）23.3％，平成 6年（1994年）27.1％，平成 16年（2004

年）35.5％と，前回調査よりそれぞれ 3.8％，8.4％増加

し，平成 16年には 3人に 1人以上は 10年以上の勤続

者となっている．なお，平成 16年の女性一般労働者の

平均年齢は 38.3歳（男性 41.3歳）で，10年前と比較する

と2.2歳（同1.3歳），20年前と比較すると3.5歳（同6.9歳）

高くなっている．これらの背景には，男女雇用機会均等

法などの法制定，改訂などに対応して，自治体や各企業

も努力を積み重ね，社会インフラや育児休暇制度や介護
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休暇制度，社内育児施設などの整備を積極的に進めた結

果であろう．また，女性の社会進出に対する認知度の高

まりもあるであろう．

　入社早々「落ちこぼれ」のレッテルを貼られた私であ

ったが，海外留学から帰任した上司の厳しい指導で状況

が変わった．この上司は研究のアプローチから，特許，

研究報告，社外講演，論文などの執筆指導まで手取り足

取り指導してくれた．最初の論文のやりとりは 2日と間

をおかず 100回以上になったと記憶している．当時は

「ラブレター交換」と称し，「ラブレター，はよ，出さん

かい．」という調子で，辛い中にもなんともユーモアのあ

るやりとりをしていた．この上司のお陰で何とかまとも

な研究成果が出せるようになった．この上司は，後に大

学教授となり，私の学位取得時の指導教官として再び私

にイノベーションを起こしてくれた．

「作る」時代

　1990年私は事業部の設計部門に異動になり，勤務地

も大阪になった．異動後半年間ほど研究的な仕事に携わ

った後，データベース検索ソフトなどの汎用ソフトウェ

ア製品（ミドルウェア）の設計業務についた．当事業部で

いう設計部門とは，外部設計や，内部設計などの設計

工程だけではなく，コーディングやテスト，検査に至る，

ソフトウェア開発の一連の工程を実施する部門を指す．

男女雇用機会均等法が制定されたが，業務内容によって

は女性が男性と対等な業務ができづらい職種が存在する

ことも事実である．ソフトウェアの設計は，高品質を確

保するために緻密かつ地道な努力の積み重ねが不可欠だ．

このため，よく女性に向いていると言われている．その

せいか，私の周りでは結婚して子供ができてもバリバリ

仕事を続けている女性が多い．異動して半年後，技師に

昇進した私は 1つのプロジェクトのマネージャを任さ

れた．数年後には課内すべてのプロジェクトを取りまと

める主任になった．最大 80名程度いたと記憶している．

研究者からいきなり開発現場の管理者になった私に，工

程管理や品質管理の方法などのプロジェクト管理ノウハ

ウを一からたたき込んでくれた部長や課長，主任の方々

には心から感謝している．当時は，バブルまっただ中で，

仕事は山のようにあった．どんなに時間を費やしても仕

事が終わらず，長時間残業，休出は当たり前の時代だっ

た．このころには，男女の待遇の差はどんどんなくなり

つつあったが，体力は男性に勝てず，精神的にも追い詰

められる状況が続いた．この状況を乗り切れたのは，さ

まざまな関係者がさまざまな形で私を助けてくれたから

である．今でも心の底から感謝している．

　私は，この時期から「量はあるとき質に転じる」という

信念のようなものを持つようになった．当時，ソフトウ

ェアの品質を画期的に高める手法やツールなどはなく，

愚直にバグをつぶしていくという積み上げアプローチが

一般的だった．この項目を見直せば品質の向上に有効で

はないかという仮説を立て，チェックリストをつくり，

全モジュール数分コピーしてテストや見直しを指示した．

この地道かつ愚直な作業の繰り返しが，品質を高める最

も近道であると．「量をこなせば，1つ上の品質グレー

ドになり，いずれは最高の品質を確保できる」，端的に

表現すると「量はあるとき質に転じる」というわけだ． 

　この信念のもと，人の 2倍やらなければ設計業務の経

験不足を埋められないと思い，そう心がけて仕事をして

きた．それは「与えられた責務を全うする」という責任感

にもつながった．

　こうした姿勢で仕事に取り組んだ結果，研究所からい

きなり設計現場の管理者となった私を，開発メンバやス

出典）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（昭和 59，平成 6，16 年） 

図 -1　勤続年数階級別女性労働者構成比の推移
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タッフ部門の人たちは信頼してくれたのではないだろう

か．設計時代に築いた人間関係は今でも続いていて，現

在の仕事を進めていく上で貴重な人脈となっている． 

「作る」から「売る」時代へ

　4年半ほど設計に携わった後，大阪から横浜へ職場が

移動し，これをきっかけに販売推進の業務を担当するこ

とになった．自部門で設計開発したグループウェアやワ

ークフローなどの製品を販売する営業部隊を支援する立

場になった．販売推進という業務はとても泥臭い仕事だ

った．それまで抱いていたスマートなイメージはすべて

吹き飛んでしまった．最初は，開発した製品の販路を拡

大するために，製品を販売してくれるパートナー企業を

開拓する業務を与えられた．そのために候補企業のリス

トを作って売り込みの電話をかけ，アポイントが取れる

と直接説明に伺うという，まさに飛び込み営業であった．

営業の方や仲間と手分けして，半年で 50社ぐらいは訪

問しただろうか．この経験により，初めてのことに積極

的にチャレンジする精神や人前で話す度胸がついた．

　その後，一転してお客様に直接製品を売り込む業務と

なった．この一環でセミナや教育の講師などもやるよう

になった．当初は上司（部長）が講演し，私がデモンスト

レーションを担当していたが，ある事件がきっかけとな

り，私一人で講演を担当するようになった．その事件と

は，地方で開催されたセミナで悪天候のため講演者の上

司の到着が遅れるとのことで，私がピンチヒッターとし

て講演も担当しなければならなくなったのだ．上司の講

演資料はほとんど私が作成していたし，門前の小僧とし

ていつも上司の話を聞いていたので，少々緊張したもの

のピンチヒッターとしてトラブルを回避できた．これが

きっかけでセミナ講師やお客様対応を任されるようにな

った．そして，販売推進の成果を認められ， 1999年に

主任技師（課長クラス）に昇進した．他事業所や関連会社

では，まだまだ，男女の待遇格差があったようだが，こ

の時期になると，ソフトウェア事業部では男性と同じに

課長に昇進する女性も現れ，男女の待遇格差はなくなっ

ていた．

再び「考える」時代へ

　研究所に在籍していた 7年半の間に，私は 3件の論

文を情報処理学会他に投稿し，2件が論文として採録さ

れた．1件は私の努力不足で論文採録には至らなかった．

この段階で博士号取得条件の半分以上をクリアしたわけ

だが，事業部に異動し，日々の仕事に追われるようにな

ると，博士号を取得したいという思いはあっても，なか

なか行動に踏み出すことができない状況がつづいた．

　販売推進の業務に変わってからも，業務に追われる毎

日を送っていた．そんなある日，研究所時代の元上司で

ある大学院教授からお声がかかった．「博士号を取得し

ないか．学位があれば，今の販売促進の仕事を進める上

でもきっと有利になる」と，熱心に誘ってくれた．あり

がたい話だ．誘いがあった当初，私は現在の業務を続け

ながら博士号を取得することは難しいだろうと考え，半

ば諦めていた．ところが，私の身近にいる先輩（男性）が，

博士号を取得するため，国内の大学に社会人入学してい

ることを知った．「先例があるということは，可能性は

あるということ」と思い，当時の上司にこの件を切り出

すと，上司は，「やってみなさい」と快く背中を押してく

れた．かくして，日々の業務をこなしながら博士号取得

という高い目標に挑むことになった．

　博士号は，論文博士と課程博士の 2種類の取得方法

がある．前者は博士論文を大学に提出して，審査を受け

た結果，博士号を取得する方法である．前者の場合，認

可基準が厳しく，後者より採録論文件数も多い．後者の

方が一般的で，大学院の博士課程に入学して博士論文を

書いて，その審査の結果，博士号を取得する方法であり，

通常 3年かかる．大学院によって異なるが，取得の要

件としては，博士課程の必修単位を取得すること，査読

論文が 3件以上採録されていること，国際学会発表を 2

回以上行うこと，これらの研究に基づいて博士論文を書

くことなどがある．私の場合，すでに査読論文が 2件採

録されていたが，一日も早く取得したかったので課程博

士を選び，しかも，1年間短縮の 2年間での取得を目指

した．

　博士課程の必修単位は意外に少なく，レポート提出

や修士課程の学生向けの授業を行うことなどだったの

で，単位の修得は比較的簡単だった．新たな研究として

は，これからワークフローを導入する顧客企業に対して，

導入の前後でどれくらい業務効率が改善するかを事前に

予測，分析する研究に取り組み，論文 2）としてまとめた．

具体的には，ワークフローを導入した顧客企業の実例を

元に，多変量解析の手法を使ってワークフロー導入によ

る業務効率の改善度合いを予測するものだ．実証実験の

段階で興味深い結果が得られ，わくわくしたことを昨日

のことのように思い出す．たとえば，予測する際のファ

クタが，当初 3つ以上あると仮説を立てたが，数量化 I

類で分析してみると，実はたった 2つのファクタで予測

できることが実証された．



IPSJ Magazine  Vol.48 No.12  Dec.  2007 1407

6．考える，作る，売るのビジネス経験と集大成，そしてこれから

　海外発表は，2000年と 2001年の 2回，ハワイのマウ

イ島で開催された国際会議で研究成果を発表した．Q&A

には苦しんだが，なんとか乗り切ることができ，発表後

はマウイの海を満喫した．これは，仕事と研究に打ち込

んできた自分への最高のご褒美だった． 

　論文の執筆は思った以上に困難の連続だった．社会人

学生の場合，平日は通常の業務があるので，論文を書け

るのは週末だけ．ところが博士論文をまとめあげる段階

に入ると，土日だけの執筆では当初予定だった 2年間で

の取得は難しくなってきた．結局，丸 2年を経た最初の

1カ月間は上司の許可を得て，勤務時間も使って博士論

文を仕上げた．

　当初目標からは半年遅れたが，2001年の 6月に無事

に論文は完成し，9月には博士号を取得することができ

た．博士論文のタイトルは，「知識を利用した企業情報

システムの構築と統合に関する研究」である．研究所時

代に取り組んだ知識工学と，ソフトウェア技術者として

取り組んだワークフローの技術とを融合させるという，

文字通り，私の約 20年にわたるキャリアの集大成とな

る論文になった．研究や業務の精化を地道に論文として

まとめ，社外発表や論文投稿を続けた積み上げが，博士

号取得につながった．これは設計時代からの「量はある

とき質に転じる」の信念の結果そのものだった．

　博士号を取得できたのは，もちろん，私の努力だけで

はない．設計時代と同様に，論文執筆に集中させてくれ

た職場の上司や，仕事をカバーしてくれた同僚，スタッ

フのほか，休日に論文で煮詰まったときには運転手を買

って出て温泉に連れて行ってくれた夫など，周囲の人た

ちのサポートがあったからだ．今も皆さんに対する「あ

りがとう」の気持ちで一杯だ．また，博士号を取得した

ことで販売推進の業務からコンサルテーションの部署に

異動し，新分野のビジネス開拓の業務への道が開かれた

ことも特筆事項である．

学会の出会いとこれから

　情報処理学会とのかかわりは会員番号を見ると 1984

年入会ということで，かれこれ 20年にわたる長いお付

き合いになる．その当時は研究所に在籍し，会社では半

ば強制的に関連する学会に加入させられていた時期では

あるが，全国大会で発表し，モノになりそうなら，論文

に投稿するという地道な研究活動を続けていた．現在

はデジタルドキュメント研究会の主査，情報システムと

社会環境研究会の運営委員，代表委員を担当しているが，

研究会への参加は遅く，学会加入から 10年以上経って

からのデビューである．いずれの研究会も自主的に参加

したわけではなく，研究会関係者の方からのお誘いや推

薦で参加し，偶然や必然が重なり，気が付いてみたらデ

ジタルドキュメント研究会の主査になっていた，という

のが実情である．IT分野以外を含むが，女性の研究者数

は年々増加しており，平成 17研究者総数に占める女性

研究者の割合は約 12%を占めている（図 -2）3）．情報処

理学会では，委員会役員や全国大会，研究会の参加者の

女性比率を見てみると，とてもこの割合に達していない．

IT分野の女性研究者やエンジニアが少ないという背景も

あるであろうが，学会活動に積極的に参加して欲しいと

思っている．そのためにも，魅力的な研究会活動を企画・

推進していきたい．

　現在は新分野事業推進室の室長（部長クラス）であるが，

今後は，現在の職務を果たしていくのはもちろん，私自

身の業務の枠を広げ，人材育成，女性技術者の育成に携

わっていきたいと考えている．特にソフトウェア設計と

いう仕事は，女性に向いている仕事だと思っている．後

輩の女性技術者たちには，高いモチベーションを持ち，

誇りをもって仕事を続けていってもらいたい．そのため

には，まず私自身が見本となれるように，さらに努力し，

スキルアップしていかなければならないとつねづね感じ

ている．

　一方，学生の理工系離れも深刻な問題だ．理工系，特

に IT技術者の仕事に夢を描ける学生を 1人でも増やし

たいという思いから，現在，経済産業省の産学協同実

践的 IT教育訓練基盤強化事業の一環で，「FD（Faculty 

Develop ment）プログラムの開発・実証」4）という産学連

携プログラムに参加している．これは，大学の先生方に，

企業の講師が実施する情報システムの開発実務の授業を

見学してもらうことで，実務経験の少ない大学の先生に

開発の現状を理解してもらい，授業内容の充実を目指す

というものだ．今年度より，某大学でこの開発実務の授



小特集　女性たちが拓く IT
─ IT ダイバーシティフォーラムより─

48 巻 12 号　情報処理　2007 年 12 月1408

大場 みち子（正会員）　michiko.oba.cq@hitachi.com

　1982年日立製作所に入社，システム開発研究所に配属．主に知識工
学応用システムの研究に従事．1990年ソフトウェア工場（ソフトウェ
ア事業部）に異動．2001年大阪大学大学院博士課程後期修了．博士（工
学）．現在，新分野事業推進室室長．

業を実施している．また 2008年度からは，産学協同の

プロジェクトとして某大学の大学院で演習中心の講義を

指導する予定になっている．このように業務経験と学位

を生かした仕事にもチャレンジし，後輩エンジニアの育

成と IT業界の発展に寄与していきたい．
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出典）文部科学省「平成 18 年度科学技術白書」

図 -2　女性研究者数と研究者総数に占める女性研究者の割合の推移
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注）各年次とも人文・社会科学を含む 3月 31 日現在の値である（ただし平成 13年までは 4月 1日）．
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4） 経済産業省平成 18年度産学協同実践的 IT教育訓練基盤強化事業大学
横断的な産学協同 FDプログラムの開発・実証事業報告書， （株）サイ
バー創研 (Jan. 2007).
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